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	参加費
	無料
	社会はここまで変わった。 学校はどう変わる？
	＝生成AI時代に学校は情報とどう向き合うべきか＝
	2026年
	17:00～18:30
	オンライン（ウェビナー）
	生成AIをはじめとするテクノロジーの進化により、社会や産業はかつてないスピードで変化しています。2030年を見据えた「情報・技術科」の議論が進む中、学校は子どもたちに何を教え、どのような力を育むべきなのでしょうか。AIが当たり前となる時代だからこそ、情報の真偽を見極め、主体的に判断・活用する力を育む教育が重要になります。本セミナーでは、社会の変化を踏まえ、これからの情報教育の方向性と実践事例をご紹介します。
	生成AIの普及により、知識を得ることや文章を作成することのハードルは大きく下がりました。一方で、私たちが日々接するデジタル情報空間には、偽・誤情報や誹謗中傷など、様々な課題も存在しています。こうした時代に求められるのは、自ら問いを立て、情報の真偽や価値を見極める力です。本セミナーでは、情報インテグリティ(※) 調査の結果を基に、デジタル情報空間や生成AIとの向き合い方を整理しながら、今後、学校が担うべき役割と、子どもたちに育んでもらいたい力について考えます。 ※情報インテグリティとは、情報の正確性・一貫性・信頼性を指します。
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